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d 

広告毘

第
殴
毘
{
足
掛
内
市
議
会
誌
、
昭

和
間
四
十
九
年
十
二
月
五
日
か
ら

十
ス
バ
十
三
日
ま
で
約
九
日
湾

総
か
れ
ま
し
た
。

長
終
日
的
十
二
月
十
zh
臼
に

政
隣
組
峨
長
選
挙
を
行
な
い
、
議

後
に
は
霊
験
棟
問
地
開
綾
田
民
が
幾
滋

し
、
制
剛
精
機
援
に
は
安
弁
輸
閣
議
国
民

が
滋
噛
惜
し
ま
し
た
。

制
補
正
予
算
同
伸
、
一
般
会
計
、

特
例
会
役
、
上
水
滋
川
県
・
激
余
計

約
各
予
算
を
蜘
閑
寂
し
η

ま
し
た
が

一
般
会
計
山
川
崎
綿
入
歳
出
そ
札
ぞ

れ
五
線
五
千
苔
十
一
一
…
万
m
m
を
追

加
し
‘
総
額
浪
十
七
億
六
千
百

八
十
九
万
m
門
的
予
算
相
聞
に
な
り

ま
し
た
。
…
品
取
会
弘
前
内
総
出
で
は
、
湖

北
・
中
学
校
削
別
総
丹
造
成
蝿
闘
に
双

子
関
双
六
十
万
円
安
議
加
し
ま

し
た
。
ヱ
世
情
も
ユ
月
鐙
了
を
め

ざ
し
て
級
品
い
で
い
ま
す
。

今
開
制
的
定
困
問
中
市
級
会
で
い
ま

ま
で
奴
稔
で
あ
っ
た
お
野
山
小

学
校
が
総
点
地
さ
れ
、
開
閉
持
に
誕

生
す
る
こ
と
に
を
り
ま
し
た
の

で
同
校
の
仲
間
綴
を
次
の
と
お
り

紹
分
い
た
し
ま
す
。

官
附
脇
町
山
小
学
校
は
雫
本
年
密

H

月
鐙
成
も
支
持
醐
開
校
を
め
tc
し

て
法
々
と
よ
事
が
進
ん
で
い
ま

す。
同
授
は
、
第
一
小
学
伎
の
児

家
が
総
激
に
増
加
し
や
淡
泊
加

が
饗
し
く
、
浦
路
湾
規
模
か
ら
み

て
も
閥
限
界
に
議
し
た
た
め
に
料
相

殺
す
る
も
丹
で
す
。

こ
れ
に
浮
い
、
学
援
の
編
成

は
学
院
療
拙
概
念
に
お
い
て
決
ま

り
、
家
る
一
月
…
一
十
一
一
討
に
は

M
m
識
者
会
が
行
な
わ
れ
ま
す
e

v
規
機

第4閤定例市議会総長

量豊島i曹衛J:J;

務総長

警告弁 4喜氏

荷
役
所
で
絵
、
次
の
と
お

り
採
録
・
看
護
緩
・
焚
浦
湖
品
相

指
柑
貝
の
募
集
合
行
な
い
ま
す

の
で
録
制
撤
畿
は
‘
お
中
川
地
み

〈
ぽ
奇
い
a

V
人
員
保

母

七

名

品

制

緩

欄

間

一

名

交

通

指

導

員

立

一

名

一

…

亨

受

験

資

総

一

一

機
録
、
看
護
規
開
に
つ
い
て
…
…

は
、
昭
和
十
七
年
四
月
二
一
一

日
以
内
押
絵
れ
の
有
策
総
務
一
一

交
滋
鐙
琴
震
に
つ
い
て
は
、
一
一

同
唱
和
二
十
八
年
間
間
月
二
詩

以
は
伴
場
ふ
れ
丹
女
子

V
給
料
ニ
十
歳
七
一
砲
の

O
m門

V
線
開
用
予
定
員

昭
布
和
五
十
総
阪
湾
一
日

甲
曲
申
込
棉
騨

mw

緩
和
五
十
年
…
…
月
十
七

8

お
閥
州
合
せ
は
、
人
事
端
時
(
絞

殺
八
一
一

i
一
一
五
一
内
線
二

一
六
・
二
一
七
徐
)
三

申
込
み
刷
用
紙
は
、
人
務
総

引
に
交
付
し
ま
す
包

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
j
e
p
m悶
俄
磁

V
費

用

三

日

川

崎

応

終

を

め

ざ

し

て

ん

鷲

側

改

一
一
六
間
四
八
が
曲
智
満
期
救
滋
一
回
総
物
i
e
二
億
五
千
人
情
同
九
十
時
帰
を
怒
い
で
お
り
、
幾
三
小
学

柏
村
潟
教
家
3

〈
滋
科
室
智
棋
倒
万
円
土
柏
崎

i
…
僚
九
千
勺
校
も
品
取
締
之
仙
弔
問
民
出
間
前
宜
忽
出
品
市
内

楽
祭
'
附
悶
書
室
)
管
糊
惜
組
側
譲
渡
ぷ
十
六
万
mn

に
務
総
が
確
定
し
、
総
緩
ヱ
事

給

食

塗

な

ど

な

h

段
、
布
佐
小
繁
授
は
本
年
内
務
ヱ
が
間
間
近
く
な
り
ま
し
た
@

主
主
主
主
主
主
主
主
£
主
宰

4
t
t
t
f主
主
室
内
4
4
2
多
々
況

3
3主
主
的
況
主
主
多
々
、

t
b喜
惨
事
芽

八
二
!
九
八
台
大
剛
開
発
戸

五
九
九

V

申
込
刷
用
醐
問
一
月
一
一
十
日

一
般
は
当
一
自
で
も
符
九
時

受
付
小
学
校
・
中
学
校
は

学
校
単
位
と
し
ま
す
。

へ
料
税
務
委
員
会
)

住みよい鱗をつくる人
募集市職

新
春
マ
ラ
ソ
ン
大
会

第
五
時
開
新
総

T
フ
ソ
ン
大
会

を
行
な
い
ま
す
。

議
開
刊
の
み
全
容
λ
、
ぼ
う
や

か
ら
お
じ
い
お
ゃ
ん
ま
で
、
多

数
め
ご
参
加
を
お
開
閉
い
い
だ
し

必
紙

A

，。
v
a臨
時
二
月
二
十
六
日
〈
日
)

縫
合
は
'
十
品
前
九
時
吋
で
機
器
北
は

午
前
十
時

V

場
町
醗
品
開
ル
仙
開
恥
油
開
と
湘
州
総
務

地
内

V
市
内
容

0
・
小
学
校
…

i
m出
年
・
魚
慰
金
各

んハ叩日

m

五

i
大
和
十
閉
内
一
，

五
F

胴
女
一
向

。
中
学
時
ム
樹
立
一
品
交
一
一
品

。
肉
料
納
私
生
男
五
品
女
一
一
一
向

。
一
段
(
大
学
生
含
)

男
Z
A
h
k
コ一品

。
コ
一
↑
議
i
m間
十
九
歳
男
一
ぷ
品

。
五
十
議
以
上
男
…
ぉ
向

竺
申
込
先
世
阿
野
光
弱
気
綴

指
名
参
加
願
い
の
届
出
を

市
の
工
事
・
物
品
購
入
な
ど

昭
和
五
十
年
療
に
我
孫
子
市

が
、
同
流
仲
間
す
る
工
事
、
批
m
M
H
お

よ
ぴ
物
品
等
丹
時
購
入
門
い
、
入
札

参
加
を
す
る
ガ
は
‘
次
の
と
お

り
緩
争
入
札
参
加
岬
資
枕
閉
山
叩
議
常
昨

今「崎地出叫
L
て
下
さ
い
。

V
同
買
付
制
側
関
根
割
和
五
十
館
小
川
崎

月
…
門
口
か
ら
-
…
丹
二
小
八
日

ま
で

V
墨
付
場
所
市
役
所
総
務
的
部

財
政
務
管
財
係

帯
串
抽
閉
惜
官
級
品
科
建
設
省
お
よ

び
手
掛
嫡
ぽ
棉
丹
新
統
一
慾
士
講

談
減
量
開
問
係
は
、
総
量
業
情
榊

会
統
一
線
式
~

本
家
〈
工
事
お
よ
が
務
遂
設

叫
刑
判
例
此
且
)
と
物
ふ
と
は
.
開
府
開
時

で
提
出
向
し
て
下
幸
い
6

お
問
い
合
せ
は
、
助
問
絞
課
管

時
間
同
開
(
八
一
…
〉
一

e

五
一
市
内
線

二
の
ふ
ル
ま
で
。

〈
帥
町
政
謙
)

市長選は、立候

補が1入のため
行ないません。
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尊
い
人
開
閉
め
余
命
H

跡
、
滋
液

に
あ
る
と
い
っ
て
も
透
明
毘
で
は

あ
り
ま
せ
ん
e

最
近
的
交
通
事
故
の
晶
臨
場
と

関
連
し
て
輪
盛
岡
用
・
血
液
の
絶
対

量
は
県
内
に
お
い
て
も
不
足
の

状
況
が
綬
い
ぞ
お
り
ま
す
e

献
血
と
は
、
出
阿
分
的
議
液
を

品
十
一
〈
無
償
で
社
会
的
問
に
務
殺
し
‘

骨
同
削
問
者
ま
た
は
‘
絞
康
晴
平
総
棋
で
の
入

輸
血
の
必
争
終
島
品
機
会
な
ど
じ
帯
献
織
で
必
の
な
い
人

交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
奉
る

e
m
w
M蹴
綴
し
て
い
る
人
、
ま
た

よ
う
に
す
る
剣
淡
で
す
。
同
同
鴨
閣
法
ム
ハ
ヵ
月
以
内
に
経
綴

随
分
的
身
的
機
会
も
問
問
機
に
し
て
い
た
人

受

け

ら

れ

ま

す

。

③

鐙

後

六

ヵ

月

以

内

の

人

血
液
は
、
市
災
…
人

rAが
③
護
婦
が
採
血
で
き
な
い
と

助
け
合
い
丹
精
神
に
よ
号
後
布
地
診
断
し
た
人

し
て
作
ら
れ
る
も
の
で
‘
こ
の

献
血
制
度
を
推
進
し
て
い
け
ば
、

品
質
的
よ
い
安
全
な
血
液
を
供

給
す
る
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で

す。
自
分
内
山
肌
液
で
節
分
め
か
ら

だ
を
，
f
a
-
-
:
み
ん
な
の
風
情
眠
冊
、

み
ん
な
的
か
ら
幻
を
守
ワ
ま
し

ょ、ヮ。

r

wv
刻
時
吋
・
描
暗
躍
間
一
月
二
十
五

同M
{

士
)
午
前
九
時
か
ら
ト

ス
隣
市
役
所
正
術
玄
関

午
後
一
時
か
ら
一
二
時
制
州
北

ム
口
街
地
中
央
集
会
所

牢
獄
血
液
巌
一
一
回
二
百
ミ
ワ

リ
ッ
ト
レ

w
v
a
裁
で
き
る
人
出
伺

i
六
歳

以
上
六
十
双
殺
未
満
的
人
で
、

体
義
昭
内
側
十
五
向
、
女
附
間
十

匂
を
こ
え
た
人
、
そ
し
て
、

ゐ
脳
波
ゅ
ん
棉
臓
が
千
五
十
ス
以
上

5立1.16 
r; 議事

ま
た
七
十
歳
以
上
司
方
で
も

開
明
治
問
間
十
密
年
四
月
二

B
以
待

に
生
ま
れ
た
方
は
、
ど
れ
か
の

制
制
度
仁
和
加
入
し
て
い
な
け
れ
ば

老
後
的
年
金
は
受
け
ら
れ
ま
せ

ん
aこ

れ
ら
の
剣
山
枇
は
年
々
改
線

葬
礼
給
付
め
偽
物
廿
ち
向
上
し
て

い
る
め
で
、
よ
く
線
終
し
て
お

〈
必
削
慣
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
宅
…
鯵
多
〈
的
方
々

に
剛
関
係
め
為
る
問
中
生
相
小
金
と
附
闘

部
均
年
金
に
つ
い
て
迷
載
し
て
い

き
た
い
と
患
っ
て
い
ま
す
。

持
貯
師
棋
な
解
剖
訴
は
臨
時
し
い
の
で

不
審
な
こ
と
は
、
お
申
し
出
下

ミ一、。
f
I
V
 
な
お
毎
m
月
第
…
・
一
一
一
水
穏
に

市
役
所
浴
田
向
ホ

i
ル
で
制
問
砧
耐
震

手
続
き
を
受
け
て
い
ま
す
n

〈
附
期
出
探
知
叶
品
淑
糊
慨
)

(
市
民
課
)

つつじ薮
女王量産量持主主と緩綾務総

1耳22詔 14斡-16，総

会ハ'J‘全治機
1丹21811.00-13，00 

いずれも然科です。

母
子
家
曜
に
融
資
し

母
子
繁
脚
憾
の
ゑ
滋
を
ゆ
筑
後
普

骨
、
害
ら
に
ゑ
‘
絞
殺
欲
的
助
援

を
ほ
か
る
た
め
に
次
め
と
お
り

炎
品
棋
を
滋
焚
い
た
し
ま
す
。

ザ
対
象
者

次
持
労
で
描
ん
笈
(
二
十
歳
未

殺
)
を
帯
持
て
て
い
る
方
.

船
出
品
大
と
死
判
明
し
た
方
あ
る
い
は

離
脱
婚
し
た
方
で
謂
刊
に
婚
織
を

し
て
い
な
い
方
@

川
w・
来
的
集
開
叫
が
不
相
判
的
方
。

同
州
炎
か
ら
ん
ハ
湾
災
以
上
滋
繁
幸

れ
て
い
る
ぢ
鐙

紛
炎
が
蛾
綿
織
ま
た
は
身
体
的
機

常W
品
鳴
で
品
宵
備
関
帆
船
カ
を
失
っ
た

か
a

的
問
機
綴
じ
よ
ら
な
い
守
録
と
な

っ
た
十
々
で
殺
に
緩
裁
を

L
て

い
企
い
方
勿

V
中
山
川
田
升
き
ん
〈
跡
事
制
問

i
蕊〉

か
ら
オ
ル
ガ
ン
…
会
内
務
織

が
あ
り
ま
し
た
e

家
あ
げ
V

悔
い
然
資
糊
闘
で
附
成
わ

せ
て
い
た
だ
い
て
お
守
ま
す
o

v
食
品
判
議
八
師
陣
き
ん
〈
内
悶
山
間
一

i
六

i
入

i
五
八
U

問
問
〉
か
ら

相
川
・
ベ
ァ
ト
肩
衣
緩
め
寄
付

が
あ
れ
リ
ま
し
た
c

曹
湖
北
会
一
T
'
鶴
自
治
会
か
ら

衣
類
一
一

O
L白
町
内
毎
時
間
が
あ

り
ま
し
た
。

社
会
…
議
後
に
つ
か
わ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
q

wv
守
イ
オ
ン
ズ
タ
予
ヅ
か
ら
務

た
き
り
怒
人
に
と
宅
城
間
わ
か

し
刷
神
的
潟
臨
聞
が
あ
り
ま
し
た
a

す

V
暢料品刊晶制品昨

川
川
師
岡
品
円
四
棋
榔
批
判
制
十
日

nm門
ま
で

川
凶
附
間
鴨
瑞
糊
期
間
コ
一
等
以
内

凶
同
僚
嘱
瑞
方
淡
学
時
蝋
半
年
時
執

同
月
獄
後
盟
国
c

同
棚
上
げ
後
澄
も

で
き
ま
す
。

ω利
子

年

三

%

山
間
保
証
人
祭
出
門
に
日
間
仲
間
的
方
。

V
申
込
み
・
問
問
い
会
お
せ
捻

市
役
所
厚
生
課
{
笈
〉
八
一

!

混

一

へ

。

児
掛
識
は
、
百
附
胡
端
的
も
と
で
同
時

か
い
愛
情
に
つ
つ
ま
れ
育
て
ら

れ
る
の
が
最
も
の
ぞ
ま
し
い
の

で
す
が
、
現
実
に
同
市
い
ろ
い
ろ

な
事
情
に
よ
り
不
幸
な
生
活
を

送
っ
て
い
品
児
震
が
多
〈
い
ま

す
。
こ
の
不
幸
な
状
態
に
お
か

れ
て
い
る
児
衰
の
綴
設
を
守
る

た
め
に
験
続
制
皮
が
あ
り
ま
す
α

W
総
統
制
肢
と
は

削
開
綴
殺
の
い
な
い
兇
緩
や
制
部

綴
殺
に
務
総
き
せ
る
こ
主
が
ゆ
繍

翁
ぜ
な
い
と
総
め
ら
れ
る
出
品
殺

を
一
時
的
〈
お
お
む
ね
一

m
汚

か
ら
一
年
間
)
ま
た
は
地
帯
統
的
聞

に
措
置
宵
を
希
望
す
る
方
に
あ
ず

け
て
、
そ
の
渇
か
い
家
庭
的
雰

囲
気
の
な
か
で
育
て
よ
う
主
す

る
判
制
度
で
す
。

V
竪
貌
の
申
込
み
・
綾
子
の
揮
官

設
は回
現
殺
に
な
る
こ
と
を
狩
叙
す

る
カ
あ
る
い
は
奴
綴
に
児
殺

め
後
絡
を
惜
別
総
し
た
い
中
々
は

次
へ
申
L
似
て
く
だ
さ
い
。

新
有
権
者
の
感
想
文
募
集

「
成
人
的
日
」
を
滋
之
、
再
利

有
権
者
そ
し
て
社
会
人
に
を
ら

れ
た
感
想
文
を
募
集
し
ま
す
G

的
問
悠
文
は
、
政
治
鼎
思
議
的
向

上
と
選
挙
行
動
に
対
す
る
民
党

を
深
め
る
こ
と
を
口
口
約
ど
し
た

も
の
で
す
。

叫
す
内
務
と
棚
棉
燃
料
判
官
刊
州
部
品
慣
に

な
ら
れ
地
方
協
同
制
や
総
数
へ

の
務
仰
に
つ
い
て
苛
考
え
た

り
‘
総
じ
た
ワ
し
た
こ
と
。

楼
閣
は
、
そ
の
内
務
に
ふ
さ

わ
し
い
も
丹
と
す
る
こ
と
。

曹
字
数
千
六
百
字
以
内
。

甲
応
募
資
格
昭
和
二
十
九
年

一
月
一
日
か
ら
昭
和
三
十
年

十
二
月
一
一
」
十
一
自
ま
で
に
生

ま
乱
た
方
。

ザ
拙
脚
刷
明
日
一
丹
江
一
十
二
持

〈
ぬ
訪
日
消
印
官
判
叫
別
}

V
棚
概
術
品
邦
平
然
然
防
リ
総
務
総

的
銃
殺
州
閣
総
品
川
柿
間
市
醐
就
役

申
闘
刺
剛
一
流
二
〈
一
程

)
O間四七

ー
七
…
七
五

i
八

申
告
は
お
単
め
に

品
田
昭
和
問
問
十
九
年
度
分
的
所
得

税
の
遂
付
申
告
は
、
一
月
か
ら
。

③
開
削
初
制
約
十
九
得
度
中
に
、
ハ
絞

宅
を
料
判
織
し
た
方
、
叫
制
緩
仲
院
巾
唱

を
臨
購
入
し
て
入
臨
時
き
れ
た
ガ
は
、

片
院
議
取
得
数
時
間
が
，
‘
品
川
げ
ら
れ

ま
す
。仲間
府
知
腕
棋
倒
持
附
館
協
慨
を
受
け
る
た

め
の
磁
波
申
告
ば
、
二
月
か
ら

で
す
勿
早
口
討
に
取
品
目
し
て
下
き

。
間
唱
和
m
出
十
九
年
中
に
、
偶
λ

か
ら
密
十
万
円
を
こ
え
る
価
税

の
世
間
穫
、
ま
た
は
、
三
年
以
内

に
、
出
向
と
人
か
ら
二
年
以
上
二

十
万
m
門
を
こ
え
る
繍
領
内
財
浅

を
受
け
た
人
弘
、
敗
北
J

制
慌
の
申

殺
を
ふ
悶
丹
…
門
口
か
ら
公
開
月
十
況

認
ま
で
に
、
市
中
品
開
品
鳴
を
側
関
印
刷
し

て
、
拙
納
付
し
て
下
容
い
。

@
開
明
線
路
十
九
浮
俊
市
?
に
、
土

地
方
課
内
千
拙
柴
崎
晴
選
挙
管

理
委
員
会
千
織
市
市
場
町

一

一

一

T
一
八
の

V
・
寧
・
一
様
尚
M

仙川小悶
1

附
明
品
い
淡

挙
鍛
跡
地
附
問
緩
ん
淵
い

人
選
さ
れ
た
方
に
は
賞
金
、

ま
た
は
記
念
品
を
さ
し
あ
げ
ま

す
e応

募
義
片
山
、
住
所
毛
氏
名
(
ふ

れ
ソ
が
な
金
つ
け
る
こ
と
〉
・
生

年将円
8
・
抽
制
措
織
を
開
明
記
ω

〈
わ
し
〈
は
、
後
判
知
子
市
灘

世中綿織糊怖晴樹繭
H
A事
務
油
部
限
時
〈
八
一

;
…
一
双
…
出
内
線
ぶ
沢
一
品
常
〉

お
間
開
会
そ
く
だ
事
い
6

部
資
産
の
申
告
を

捌
開
抱
晶
表
産
税
は
、
土
地
・
家

時
慌
の
は
す
事
業
の
用
に
供
き
れ

る
府
間
錦
炎
葱
内
所
有
者
に
つ
い

て
も
謀
説
き
紅
る
こ
と
に
な
っ

て
お
守
ま
す
e

友
穏
に
数
点
刈
き
れ
る
ガ
は
、

必
ず
帯
血
訂
さ
れ
る
よ
う
お
聞
い

し
ま
す
。

申中品拘滑
W
務
総
川
同
指
拭
掛
脱
税
総
に

為
り
ま
?
の
で
、
ご
制
刊
削
川
〈
だ

V
申
告
対
象
者
昭
如
刊
五
十
年

一
月
一

8
酒
場
産
、
潟
市
内
に
事

業
開
別
措
間
郊
交
議
(
構
築
物
、

後
械
お
よ
び
装
置
瓶
、
由
相
続
お

よ
び
滋
滋
及
、
本
及
、
縁
関
内

お
よ
び
機
ぷ
等
)
的
税
骨
骨
し

て
い
る
議
議

V
曲
申
肱
開
制
問
閥
蹴
一
一
芳
一
十
柱
。

附
問
州
却
期
成
胤
税
約
機
管
制
期
践
は
‘

約月一一十円口〈
W

丹
〉
で
す
&

〈
資
遂
制
帆
噛
蹴
)

柏
崎
や
務
的
判
な
ど
を
売
っ
た
方
は
、
闘
で
鍛
強
し
な
が
ら
、
幾
養
使

一
一
丹
十
七
詩
か
ら
三
月
十
五
日
邸
主

L
て
活
躍
す
る
留
学
生
を

ま
で
に
、
譲
渡
所
得
的
確
定
申
募
集
し
ま
す
。

安
委
を
提
出
出

L
て
、
約
税
し
て
留
学
生
は
、
後
縫
崎
駅
費
、
一

下
さ
い
e

学
年
間
的
教
育
焚
、
金
活
費
お

詳
し
い
こ
と
は
、
絵
戸
税
務
よ
び
問
問
係
議
議
瑚
到
な
ど
の
鵠
簡
略
閥

脅
ま
で

O
開
閉
七
三
二
ハ
一
…
一
〉
殺
が
う
け
ら
れ
ま
す
。

七

資

燃

や

ゆ

綴

万

沖

は

な

ど

、

〈

わ
し
い
こ
と
は
、
め
ば
え
効
後

関
件
上
中
市
一
一
一
円
〈
内
悶
山
同
一
…

i
七

i

五
)
滋
総
〈
八
一
九
一

ま
で
。

晴
樹
縛
輔
購
入
蹴
四
世
間
等
科
約
八
…
お

名
余
榔
続
制
制
市
成
。

世
マ
肱
僻
掛
端
象
閥
酷
一
一
ヵ
年
。

四

v
緩
晴
曹
受
付
一
湾
中
ハ
門
口
か
ら

，…
nn
一
努
ま
で
。

V
試
験
制
問
自
二
汚
九

g
a

v
入

学

期

露

関
R
庁舎十百。

〈
わ
し
〈
同
日
‘
日
幽
該
蛤
賄
山
出
移

民

学

校

怒

緩

O
制問中
u
O
二
i

一一

i
一
九
…
一
・
一
九
二
-

千
袋
線
飯
山
財
布
火
災
臨
知
数
機
ま

℃
お
知
ら
せ
〈
幻
普
い
。

ロ
ー
タ
リ
i
慰
諮

奨
学
生
謀
議

ロ
i
h
y
リ
i
時
間
関
で
は
、
制
汁

柏
交
通
安
全
協
会
で
は
、
案

内
業
の
で
き
る
女
子
職
良
一
名

を
募
集
し
ま
す
a

V
業
務
遂
総
免
許
間
関
係
申
務

務
作
成
ほ
か
。

V
和
田
令
占
一
十
級
抑
制
地
域
。

世v
学
協
聴
官
附
帥
仇
宮
中
縁
側
側
附
胤
絹

V
勤
務
場
所
総
務
総
務
終
四
時

ケ
ナ
齢
付
加
附
派
山
刷
所
内
。

〈
わ
し
〈
は
‘
州
刑
務
索
現
開
市
内

総
交
通
安
全
協
会
〈
電
話
。
固

と
ァ
i
zハ
セ

l
r一
六
二
六
)
へ
a

静1月の納税噌

私
途
が
生
活
を
し
て
い
く
と

で
病
気
な
ど
に
よ
る
不
意
的
自

焚
や
、
事
故
・
老
令
に
よ
リ
踊
開

く
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
場

合
を
考
え
て
お
〈
明

事
こ
と
で
す
。

附
闘
で
は
こ
町
よ
う
な
不
惑
に

備
え
て
閣
制
問
的
維
も
が
掛
間
続
出
博

陪
同
年
金
保
険
に
納
入
件
、
き
る
酬
明

療
を
然
地
附
し
て
い
ま
す
@

ゆ

w

抑
制
例
耐
悦
を
受
け
る
に
は
次

約
一
一
つ
め
条
件
を
必
閣
官
と
し
ま

す。
そ
れ
は
、
ま
ず
加
入
す
る
こ

主
で
あ
り
喝
そ
し
て
叩
定
的
婆

伶
を
品
開
た
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

制
制
度
を
知
ら
ず
に
加
入
し
て

い
な
か
っ
た
り
、
年
金
受
給
資

総
が
あ
り
な
が
ら
請
求
手
絞
を

し
な
い
た
め
受
け
ら
れ
な
い
仰

で
は
、
つ
ま
り
ま
は
甘
ん
。

行政相談
人権擁鱒欄談

者稜訳書君臨…欝繋理事叢
換地計欝iこともなう縦覧

市民税・際民税爪
閤民館康保険税 νノ

第 4務分です

今!'lめと話室長後q叉i土、次のとおり

行ないますめ守、ご害等主持ドきも~

@箆量幸 1 !'l31お 〈量生}

告:30~16 ; 00 

e場所興陽寺 -1揺1ft:センタ

霊長昔日-f愛媛‘設司綴・#島義主・柱i

絞など‘品、調己ニ!とが3うりました

ら、このt残念にぜりどま謀総…ド~

我孫子市衛隊駅前吐:1血E笠岡然環組合地

仔土地ぽ爾警護翠主導李総の換Jt!!苦十闘を次のと

おり縦覧いえとします。

V 縦覧期間 n13fU50Aド11120日から2月
2日まて"

v綴箆縛罪悪 令書草91緑から午後5*寺まで。

軍事提重量得持暗 殺3晶子m~皆段級約士総i玄i密

整寝室長会事務餅{おft絞善寺}
我孫子F告布役281喜一3 T宰上徐容)2834

V縦覧iζ供する喜怒軍事 若草子晶子子百海f主総議
之総長互量廃童基緩急員会議j患議十例議後

{じま爾鐙王重課}

会a義幸 1/128B(火〕
午線IOn寺~午議s時
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措税は転たちのIF.i舌を明るく、長まか
にするため的滞です。

問盟事費癌税の償却費躍.f:窓噌用地の申告期隈は 1J警20器〈丹〉です

合場所中央公民総




